
■別院での帰敬式執行 

今年度も高山別院報恩講において帰敬式が執行

され、６７名の方が受式されました。 

１１月３日午前９時半、帰敬式の執行が始まり、

お一人お一人に鍵役により剃刀がなされ、お一人お

一人に鍵役から法名が授与されます。この剃刀と法

名授与が、静寂の中、厳粛な中で執行されました。 

法名授与の後、正信偈、念仏和讃（「三朝浄土の大

師等」次第三首）の次第で、鍵役調声により勤めら

れ、休憩ののち、三島輪番から「真宗門徒」を題に

法話がありました。 

休憩時間や法話後、受式者の多くの方が、住職と

ともに御本尊の前で記念撮影をされている様子が、

受式の慶びを盛り立てていました。 

 

■帰敬式受式記念品－「聴講証」と「法名額」 

帰敬式推進室では、このたびの高山別院帰敬式に

おいて、新たな取り組みを始めました。それは、受

式者の皆さんが受式して終わりとならぬよう、仏弟

子として新たに歩みだしていただくことを願う二

つの贈り物です。 

一つは、高山別院で全７回開かれる「真宗公開講

座」の無料聴講証です。お話を聞くには聴講料が必

要ですが、年度内に限り無料で聴講いただける証書

（券）を発行し、受式者にお渡ししました。 

飲食店などで「〇〇無料お試し券」をもらうこと

があります。それと重ね、仏法を聞くのに無料でお

試しとはけしからん、と思う方がおられるかもしれ

ません。しかし、試して「これは美味い（味わい深

い）。次も食べたい（聞きたい）」となる方が一人で

も生まれたならば、手段に多少の問題があったとし

ても、次につながる大切な聞法のご縁が結ばれた事

実は、何ものにも代えがたいものとなるのではない

でしょうか。 

もう一つは、いただかれた法名紙を日頃から目に

つく場所に掛け置く「法名額」を作成し、記念品と

してお渡ししました。 

ともすると、法名紙をそのままお内仏や引き出し

にしまいこみ、中にはご自身の法名を忘れてしまう

方もおられます。親の願いがかけられた名前と同じ

ように、法名は仏さまの願いと誓いがかけられた名

であります。常に目にすることで仏さまの願いと誓

いに触れ、仏弟子（真宗門徒）の自覚が「法名」に

よって呼び覚まされていくことを念じております。 

なお、「法名額」につきましては、過去に受式され

た方や今後別院以外で受けられる方が希望される

場合は、有料でお分けしたいと考えております。詳

細につきましては今後検討したうえで改めてお知

らせいたしますので、ご門徒さんや各寺・各組より

要望がありましたら、センターまでご相談ください。 
 

■各組でも帰敬式法座の実施を！ 

帰敬式推進の事業として、帰敬式法座があり、各

組で帰敬式受式者を対象に、開催を奨励しています。

しかし諸般の事情により開催が難しい状況にあり、

２０２３年度の実施は３カ組でした。組で実施する

帰敬式法座について、内容としては「お内仏のお給

仕講習」をおすすめしており、受式者一人一人と住

職とが「共に仏弟子である」ことの確かめの場とな

ることが願われます。可能な形で実施の試みに踏み

出していただくことをお願いいたします。 
 

■近年の受式者数の傾向 

コロナ以前からの傾向として、全国的に帰敬式の

受式者数が減少傾向にあります。宗派が提唱した帰

敬式実践運動発足の直後、受式者数は１万人を超え

ていましたが、２０２３年度の受式者は約５５００

名で、大幅に減少してきています。また近年の傾向

として、本山での受式者数を本山以外での受式者数

が上まってきています。 

御遠忌の厳修やコロナなど社会状況もあり、数字

だけで話は出来ませんが、減少の背景に何があるの

か、確かめていく必要があるでしょう。 

 
 
 
 

飛騨御坊真宗教化センター 

帰敬式推進室     

     
               ★センター・別院からのお知らせ★                                          

 

  高山別院報恩講反省会 参詣を促すことを期し、報恩講日程の検討を行う。    
  

１２月９日、本年度、高山別院報恩講の反省会が開催され、各パートの責任者が出席

し意見交換が行われました。冒頭、三島輪番からは、各パート同士の連絡がスムーズに

行われているのか問題提起がなされ、来年の報恩講からは、事前に密に連絡を取り合っ

て報恩講厳修に向かってもらいたいとお願いがありました。 

なお、提起された反省点の大きなものとして参詣者の減少
．．．．．．

があり、特に３日の結願法

要が著しいとの指摘がありました。これについては、参詣を促すため何が必要であるの

か話し合われた中で、報恩講日程を点検することの必要性が提起されたことから、今

後、関係者とともに検討できる場を開いてまいります。 

    自動車専用門扉を修復－明るくなったと評判      
 

このたび、自動車専用門の門扉が修復されました。自動車専用門は、

鐘楼堂が完成した昭和４９年に設置されており、約５０年が経過してい

ました。近年、鉄扉の腐食が著しく、安全

面において問題となっていました。 

新たな門扉板は木製で、軽量化がされ扱

いやすくなりました。クリアー塗装である

ため、これまでと大きくイメージが変わ

り、明るくなったとの声も聞かれます。
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今年より新たに 

真宗公開講座「無料聴講証」・「法名額」を 

記念品として贈呈 

 

高山地区帰敬式受式者 今年１月１日～１１月末 

本山/１６名 別院/６７名 寺院/８１名 合計/１６４名 

 

今年、受式者への記念品として贈呈された「法名額」 
（写真は、実際にご家庭で使用されているもの） 

「法名額」は、吉城山ゆり学園（飛騨慈光会）で製作いただきました 

 

謹んで 新年のご挨拶を申し上げます 
２０２5 年元旦    飛騨御坊真宗教化センター・高山別院照蓮寺 

http://hidagobo.jp/
mailto:takayama@higashihonganji.or.jp


  青少幼年教化は“サイクル教化”であり    青小幼年部会   
 

青少幼年部会では「サイクル教化」を掲げて各種の事業を行っている。すな

わち、教えを受けた子が親になり、その子へその孫へ教えが受け継がれていく

流れを作り出すことによって、家庭で教えが伝承されていく土徳を培っていくと

いうことである。いわば現在だけでなく、永続的な未来を見据えた「100 年教

化」の事業である。 

＜「集会型」と「出向型」の事業を展開＞ 

現在、別院を会場とした事業「集会型事業」としては、「ごぼう夏のつどい」「御

坊子ども作品展・家族報恩講」「初まいり式」の三つを中心的に行っている。子ども

の教化事業で何が大切かといえば、まずは何よりもお寺の山門をくぐり、ご本

尊の前で手を合わせお勤めするという体験をとおして、仏さまとお寺に親しん

でもらうことだろう。夏のつどいは恒例となった水鉄砲合戦をはじめ、子どもた

ちに楽しんでもらえるよう毎年工夫をこらし企画を立てており、毎回２日間で

80人以上の参加があり、子ども作品展・報恩講においても 200点を超える作

品を出展いただいている。いずれも別院本堂でお勤めし、仏さまのお話を聞く

ことをとおし、仏さまとお寺に親しむきっかけとなることを願って行っている。 

そしてまた、子どもの教化事業には、子どもだけではなくその親も送迎で来

られることが多い。夏のつどいの開会式や閉会式、子ども報恩講などいずれに

おいても、ぜひ親子そろって参加いただくよう案内を行っている。また初まいり

式については子どもの儀式でありつつも、その親に生命の誕生、親としての誕

生ということを考えていただく機縁となる儀式でもある。青少幼年部会の事業

は子ども対象の事業でありつつ、その親も対象となる事業なのである。 

「出向型事業」としては、各組・各寺院での「出張！ごぼう子ども会」の開催

手伝いや、「真宗本廟子ども奉仕団」参加、「ごぼうチャンネル！」放映が実施さ

れており、また「各種の備品の貸し出し」（次号で紹介）も行っている。 

少子化・核家族化の影響が目に見えてあらわれている現在、青少幼年教化

のあり方にも工夫が必要である。各ご寺院にはこの課題を共有していただき、

それぞれの場で次世代との出会いや関わりを大切にしてほしいと願う。 

※今月号から３回にわたり、青少幼年教化についてお伝えしてまいります。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

   寄稿「戦後８０年を迎えて」①   －刺すような視線－   センター長・高山別院輪番 三島多聞     

２０年ほど前、僧侶仲間で南京を訪問。公園に建てられている中国人犠牲者の

合同慰霊碑に向かった。公園にいる人たちは、我々が日本人であることを目ざとく

察知し、“ここに何しに来た”というような鋭い視線を我々に向け、監視されている

ように感じた。 

南京大虐殺に悲痛な思いを抱いて公園に向かった我々は、彼らの視線に恐怖を

感じた。私たちは全員法衣をまとい慰霊碑の前で参拝読経した。お参りが終わって

も、彼らの冷たい顔と視線は一向に変わらず、いわば黙殺であった。当然のごとく

彼らに話しかけることもできず、公園を案内した中国人ガイドも顔色を変えなかっ

た。その場を追われるように合同碑の前から離れるよりほかなかった。今でも、昨

日の出来事のように思い出す。 

２０２5 年は「戦後８０年」を迎える。一体どう迎えるべきか。さらに、同朋会運動

発足から６2年を迎えた。「同朋会運動としての戦後８０年」をどのように迎えるべき

か。“四海のうちみな同朋”となっているのだろうか。国内向けの同朋会運動となっ

ていないだろうか。世界の人々と「同朋」として「会う」信仰「運動」は、具体的な道筋

を見つけてこそ仏意にかなう。懴悔して済む話ではない。「南京の視線」はそう語っ

ている。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 

          飛騨御坊真宗教化センター・高山別院 2025 年 1 月行事予定           

       

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

ごぼう夏のつどい（７月）                  御坊子ども作品展・家族報恩講（10～11 月）           初まいり式（5 月） 

 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

19 日  

 
  

20 月 8:00 別  半日華  

21 火 14:00 教 両地区育成部会正副幹事会 ミーティングルーム 

22 水 14:00 教 解放推進協議会常任委員会 WEB 

23 木    

24 金 14:00 教 是旃陀羅問題に取り組む実行委員会 WEB 

25 土     

26 日    

27 月 
13:00 

 

別 お逮夜 

教 全国教区駐在教導研修会（～28 日） 

本堂 

同朋会館 

28 火 13:00 別 親鸞聖人御命日 法話:内記 洸氏(徃還寺副住職) 本堂 

29 水 
14:00 

19:00 

連 第 2 回東海連区同推協代表者会議 

教 教化研究所 

岐阜高山教務所 

研修室 

30 木    

31 金 

13:30 

15:15 

19:00 

連  連区駐在教導会 

組 １組末日会 

組 ２組親鸞教室⑤ 

岐阜高山教務所 

研修室 

御坊会館 

2025年 2月 ※中旬までの掲載とし、定例行事は省きます。 

日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 日 曜 時間 ご坊センター・高山別院 

１ 土 19:00 組 高山１組親鸞教室① ４ 火 14:00 セ  真宗公開講座⑤ 

３ 月 13:30 教 坊守会高山支部研修会 ５ 水 19:00 教 支援員基礎講座 

 

  日 曜 時間 ご坊センター・高山別院・教区・組 会 場 

1 水 
 0:00 

 

別 修正会 法話:三島 多聞氏(輪番) 

教 教務所・教務支所 年末年始事務休暇（～6 日） 

本堂 

 

2 木 13:00 別 修正会 法話:小原 正憲氏(専念寺前住職) 本堂 

3 金 13:00 別 修正会 法話:三島 多聞氏(輪番） 本堂 

4 土  別 鏡開き  

5 日    

6 月    

7 火 19:00 組 高山２組親鸞教室③ 御坊会館 

8 水 15:00 教 寺院活性化支援室支援会議 岐阜高山教務所 

9 木 13:30 教 岐阜・高山両地区同推協会議 岐阜高山教務所 

10 金    

11 土 13:00 別  大谷婦人会新年互例会 法話:三島 多聞氏（輪番） 本堂 

12 日    

13 月 7:00 別 前住上人ご命日 本堂 

14 火    

15 水 
14:00 

19:00 

教 岐阜高山教務所・富山教務所 所員協議会 

組 高山２組親鸞教室④ 

高岡教務支所 

御坊会館 

16 木 14:00 教 真宗公開講座（講師:太田 浩史氏） 御坊会館 

17 金    

18 土    

 

 
寄稿「戦後８０年を迎えて」の掲載（不定期）について  

来年（２０２５年）は、太平洋戦争が終結して８０年を迎えます。 

戦後５０年を迎えた１９９５年、宗門は「不戦決議」を表明しました。真宗教団として

戦争に賛同し、多くの若者を戦地に赴かせ、世界の人々、とりわけアジア諸国の人た

ちに、言語に絶する惨禍をもたらしたことへの懺悔と、宗門が犯した罪責を検証し、

これらの惨事を未然に防止する努力を惜しまないことが宣言されました。 

「不戦決議」は、宗議会・参議会という宗門の最高議決機関での表明ですが、さ

て、宗門に属する私たち一人一人がこの決議をどのように受け止め歩んできたので

しょうか(受け止めてきたのでしょうか)？ 戦後８０年を迎え、「不戦決議」が今我々に

とっていかなるものであるのか、それぞれの場で主体的な対話が広がることを願い、

２０２５年中、不定期とはなりますが寄稿や提言を掲載してまいります。 

第 4回 真宗公開講座 1月 16日 午後２時〜   テーマ「妙好人の宿―詰所と両堂再建の歴史―」 太田 浩史氏（富山教区大福寺住職） 

飛騨御坊 HP『ひだご坊一口法話』 1月    北條 良樹氏（高山 1組了泉寺前住職）・宮川 暁声氏（高山 1組暎芳寺住職） 
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